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 食物の一部 とも考えられる水が,最 近,工 場排水や下水混入などによりひどく汚染 され

ている。特に,渇 水期の夏に著 しく,大 阪では浄水能力の限界とまで言われて,大 きな社

会問題 となっている。
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の汚染現状や,活 動順序等を説明 していただいた。

先ず・夏休みに資料集め として蹴上(京 都)柴 島 く大阪)津 水場に行 き過去15年 間の水

の汚染変遷や,川 の地点による汚染変化などを調べたが,こ のデー タ i‾より,実 験のお

おまかな予想を立てることがで き,そ の上,職 員の方が快 く参考資料を見せて下さつたの

で,五 里霧 中の我々に とって大変助かつた。

前期試験が終了 して実験に とりかかつたわけであるが,何 しろ,初 めての ことなので,ど

この実験室を使って良いのか,ど こで器具を借 りるのか,薬 品をどうすれば良 いのか,全

く分 らず,あ ちらこちら研 究室 を走 りまわつて,ど うにか実験 のできる段階 となった。委

員としては,落 度のない よう必要 なものは,そ ろえたっも りであつたが,実 験担当者との

連絡が うまくゆかずs細 い点 まで手が回 りかねて,実 験開始後 も手間取つてしまった。こ

の点,来 年は失敗のないようにするつもりである。期間が短かかったせ いカ、 実験 のため

の十分な勉強ができず,わ か らないところや,不 審な点が多 く出た。

また,水 の採集方法,場 所}保 存時閥などの制約 を受け,__...・二回生の能力 ・技術では,

完全な検査ができず,中 途半端な発表になってしまつたのは残念だ。例 えば,検 液 と標準

液との比較において,顕 薯な差がある場合は別 として,ほ とんどが微妙なもので,正 確な

判定方法はないものかと疑閤をもったり,ま た,試 薬づ くりに時間がかかつた ものもあっ

た。飲料水で最 も問題 となる大腸菌と..._.般細菌の培養が,時 間と設備の関係上できなかつ

た ことは,0番 心残 りとするところである。

 展示方法にっいては,も っと一般の入に,わ か りやすい ように身近な問題を結びつけて

発表す るとか,シ ヨー的な楽 しい雰囲気を取 り入れるとか,も う一工夫ほ しかった。この

点では,舌 の官能テス トは成功 したと思 う。

 とにか く,日 数が少 く,実 験結果をまとめることに精_._.杯で,よ り良 いものにす るどい

った余裕は全然なかった。

クラス内の連絡,協 力が うまくゆかず,っ まついてばか りいたが,と にか く我 々の未熟な

能力 と技術で,一 応予想 した結果が得 られた ことは,ま ずまずの成果だ と言つて艮 いだろ

う。それに加えて,こ の研 究発表により,友 人 との親 しみが増 し,ク ラスの団結力が生れ

てきたことは,異 った意味で文化祭の目的を達 したことになろう。

 最後に,こ の研 究は0・ 二回生共同で行 うものであったが,実 際には,ほ とんど二回生

がやって しまって,0回 生に とっては,自 分の今 している事が.ど んな意味を持っのかさ

えもわか らないまま終ってしまったという感が強い。来年の文化祭には,こ ういう事のな

い様・普段か ら親密な交流をしあい,今 度 こそ,さ らに盛大なものに したい。
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